
平成 29年（2017年）度 第 8回 災害時リハビリテーション支援研修会 報告 

 

大規模災害リハビリテーション支援チーム本部運営ゲーム（REHUG） 研修会 

 

【主催】大阪府大規模災害リハビリテーション支援研究会 

【日時】2017年 11月 26日（日） 9時から 13時 20分まで 

【場所】新大阪コロナホテル 

【受講費】 500円 

【受講者数】38名 

【講師】佐藤 亮 先生（公益社団法人 熊本県理学療法士協会 理事） 

・開会のあいさつ 冨岡正雄（大阪 JRAT事務局長） ［～09時 05分］ 

・REHUGについての事前オリエンテーション  ［～10時 00分］ 

・REHUG実技（4班に分け、実施）   ［～13時 00分］ 

・REHUG実技を終えて、各班でのまとめ   ［～13時 10分］ 

・各班からのまとめの報告および講師の総括  ［～13時 15分］ 

・閉会のあいさつ 佐浦隆一先生（大阪 JRAT代表幹事） ［～13時 20分］ 

 

【要約】 

 REHUG (大規模災害リハビリテーション支援本部運営ゲーム)とは、リハビリテーション

（Rehabilitation）本部（Honbu）運営（Unei）ゲーム（Game）の略であり、英語の Re「再

び、何度も」、HUG「抱きしめる」という意味から、避難所や仮設住宅の要配慮者を何度で

も支援するというイメージで名付けられ、開発された災害時におけるリハビリテーション

本部運営の疑似体験ゲームである。 

 講師により REHUG 実施に向けたオリエンテーションを受けた後、受講者を 4 班（9 名

または 10名）に分け、各班でゲームを進めた。なお、参加者は、近畿（２府４県）内のリ

ハビリテーション関連職種（医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）が参集した。各

班の実技は、ファシリテーター２名、調整本部３名（本部長１名、ロジスティックス２名）、

活動本部 4-5名（本部長１名、ロジスティックス 3-4名）の役割を割り当て、それぞれの本

部で起こる様々な出来事にどう対応していくかの疑似体験を行った。４班とも活気があり

受講者参加型の研修であり、また、本番さながらの緊張感を味わいながらの実演であった。

今後、近畿各府県においても本 REHUGが広まる足がかかりになるであろう。 

 

（報告書作成者 尾谷 寛隆） 

  



 

2017年 11月 26日（日） 

大規模災害リハビリテーション支援チーム本部運営ゲーム（REHUG） 研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


